
防災士 土居清彦先生による防災講演会アンケー ト結果

生徒アンケート 787人集計   (2012年 12月 10日 実施)

1 今回の講演は自分のためになったか

全体の 80%が 「とても思 う」または 「思 うJ

と答えた。

2 講演の長 さについて

全体の 82%が 「長い」または「少し長い」と

答えた。

100%

80%

60%

40%

％

　

　

％

|

J

1年    2年
口⑤長い

艤③ちょうどよい

国①短い

3 講演の要点

各自が箇条書きでまとめたものを、A)地震発生直後の対応、B)日 ごろの備え・訓練の意識、

C)防災全般に対する意識、D)避難所生活の現状や問題点 の 4つに分類 した。

1年    2年

菫⑤とても思う
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地震発生直後の対応について学んだ生徒が多かつた。

D)避難所生活の

現状問題点 5%

C)防災全般に対

する意識  140/。

B)日 ごろの備え・

訓練への意識

28%

A'地震発生直後

の対応

53%

A)地震発生直後の対応

B)日 ごろの備え 。訓練の意識

D)避難所生活の現状や問題点

トイレのことを考える (衛生面の管理)
7%

気配り、日配 り、心配 りをする (ボランティア活動と治安の維持)
6%

【総括】

今回の防災講演について、生徒の80%が有意義であったと答え、地震直後にとる
べき行動や日ごろ

からの避難劃練や備蓄品などの見直しを図ることなど防災意識の向上が見られた。

今後の課題として、登下校時の経路も含め避難場所を想定したい、避難訓練を
より実践的に行いたい

という意見が多かつた。特に、訓練には、起震車体験、逃げるための体力、情報
の収集が必要であると

考えているようである。また、避難所生活の現状や問題点を初めて知
った生徒が多かった。

なお、講演時間を長く感じたのは、講演内容や実時間よりも寒さによる部分が大き
かつたと思われる

ので、講演の実施時期を検討してゆくことが必要である。

生徒へのフィードバックは、学校ホーム
ページ上で行う予定です。準備ができましたら、ご連絡いた

しますので、生徒への閲覧をご指導くださいますようお願いします。

項  日 %
総合

順位

頭を守ることは、意識を失わないためである
1

自分の命は自分で守る (自 分の安全を第一に考える)
2

隠カス場所を探す、揺れの間は声を出す、周りをよく見る 35% 4

平常心 (冷静に次の行動へ移るために自分を見失わない)
11

生きる (と くにかく生き延びる)、 よく生きる、より良く生きる (けがをしな
い)

とにかく高台へ逃げる

防

“

訓績への煮識向上 (訓練にやりすぎはない、価値ある無駄) 369る 3

備夕の必要性 (起震車体験、逃げるための体力、食料や水の備蓄、情報など) 299る 5

群難場所の確認 (家族との約束、ルート確認、登ド校時も含む) 21% 6

相像力 (シュミレーション)が減災につながる 13% 9

重いものは2階におかない (家具が人を殺す) 13%

防災知識の必要性 (無知や無関心の怖さ、正しく恐れる)
10% 11

C)防災全般に対する意識

過去の記録や他者の経験に学び、自身も後世に伝承すること
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話を聴く中で、どのようなことを感じ、考えましたか。

また、今後どうしていきたいと思いますか。
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